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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の行に分けて配列した第１走査線と、複数の行に分けて配列した第２走査線と、複
数のデータ線と、複数の行に分けて配列した画素ユニットと、を含んでなり、かつそれぞ
れの該画素ユニットが１本の該第１走査線と、１本の該第２走査線と、及び１本の該デー
タ線に対応し、
　それぞれの該画素ユニットが第１画素電極と、第２画素電極と、第３画素電極と、第１
開閉器と、第２開閉器と、第３開閉器とを含んでなり、
　該第１画素電極が該第１開閉器を介して該画素ユニットの該第１走査線と該データ線と
に接続し、該第２画素電極が該第２開閉器を介して該画素ユニットに対応する該第１走査
線と該データ線とに接続し、該第３画素電極が該第３開閉器を介して該第２画素電極と該
画素ユニットに対応する第２走査線に接続し、
　２Ｄ表示モードにおいて該第１走査線に走査信号を入力して該第１開閉器と該第２開閉
器がＯＮになるように制御し、該第１画素電極と該第２画素電極とが該データ線からのデ
ータ信号を受けて２Ｄ画面に対応した画像を表示する状態となり、次いで該第２走査線に
走査信号を入力して該第３開閉器がＯＮとなるように制御することによって、該第２画素
電極と該第３画素電極とが電気的に接続し、該第３画素電極が該第２画素電極からのデー
タ信号を受けて２Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり、第２画素電極の電圧が該
第３画素電極によって変化し、該第３開閉器が薄膜トランジスタであって、かつ該薄膜ト
ランジスタの幅と長さの比例を設定値よりも小さくすることでＯＮである時間内に該第２
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画素電極と該第３画素電極との間の電圧差がゼロではないように制御し、一行の該画素ユ
ニットに対応する該第１走査線に走査を行うと同時に、一行の該画素ユニットに隣り合い
、かつ最近に走査された前一行の画素ユニットに対応する該第２走査線に対して走査を行
い、
　３Ｄ表示モードにおいて、該第１走査線に走査信号を入力して該第１開閉器と該第２開
閉器がＯＮとなるよう制御し、該第１画素電極と該第２画素電極とがデータ線からのデー
タ信号を受けて３Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり、かつ該第２走査線が、該
第３開閉器がＯＦＦとなるように制御して該第３画素電極が黒い画面に対応する画像を表
示する状態となる
　ことを特徴とするアレイ基板。
【請求項２】
　請求項１に記載のアレイ基板において、
　前記アレイ基板が、該アレイ基板の外周領域に位置する開閉器ユニットと短絡線とを含
み、
　該開閉器ユニットが複数のコントロールスイッチを含み、かつ該コントロールスイッチ
が制御端と入力端と出力端とを含んでなるとともに、それぞれの該コントロールスイッチ
の該入力端が一行の該画素ユニットに対応する第１走査線に接続し、該コントロールスイ
ッチの該出力端が一行の該画素ユニットに隣り合う前一行の画素ユニットに対応する第２
走査線に接続し、該コントロールスイッチの該制御端が該短絡線に接続し、
　２Ｄ表示モードにおいて、該短絡線に制御信号を入力して該コントロールスイッチがＯ
Ｎとなるように制御し、一行の該画素ユニットに対応する該第１走査線に走査信号を入力
すると、該走査信号が該コントロールスイッチを介して該コントロールスイッチの該出力
端に接続する第２走査線に同時に入力して対応する該第３開閉器がＯＮとなるように制御
し、３Ｄ表示モードにおいて該短絡線に制御信号を入力して該コントロールスイッチがＯ
ＦＦとなるよう制御し、かつ全ての該第３開閉器がＯＦＦとなるように制御する
　ことを特徴とするアレイ基板。
【請求項３】
　請求項１に記載のアレイ基板において、
　前記第３画素電極が所在する領域の面積が、該第１画素電極と該第２画素電極の所在す
る領域の面積より小さい
　ことを特徴とするアレイ基板。
【請求項４】
　複数の第１走査線と、複数の第２走査線と。複数のデータ線と、複数の画素ユニットと
、を含んでなり、かつそれぞれの該画素ユニットが１本の該第１走査線と、１本の該第２
走査線と、及び１本の該データ線に対応し、
　複数の前記画素ユニットが行に分けて配列され、複数の該第１走査線と第２走査線も行
に分けて配列され、
　それぞれの該画素ユニットが第１画素電極と、第２画素電極と、第３画素電極と、第１
開閉器と、第２開閉器と、第３開閉器とを含んでなり、
　該第１画素電極が該第１開閉器を介して該画素ユニットの該第１走査線と該データ線と
に接続し、該第２画素電極が該第２開閉器を介して該画素ユニットに対応する該第１走査
線と該データ線とに接続し、該第３画素電極が該第３開閉器を介して該第２画素電極と該
画素ユニットに対応する第２走査線に接続し、
　２Ｄ表示モードにおいて該第１走査線に走査信号を入力して該第１開閉器と該第２開閉
器がＯＮになるように制御し、該第１画素電極と該第２画素電極とが該データ線からのデ
ータ信号を受けて２Ｄ画面に対応した画像を表示する状態となり、次いで該第２走査線に
走査信号を入力して該第３開閉器がＯＮとなるように制御することによって、該第２画素
電極と該第３画素電極とが電気的に接続し、該第３画素電極が該第２画素電極からのデー
タ信号を受けて２Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり、第２画素電極の電圧が該
第３画素電極によって変化し、かつ該第３開閉器がＯＮである時間内に該第２画素電極と
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該第３画素電極との間の電圧差がゼロではないように制御し、一行の該画素ユニットに対
応する該第１走査線に対して走査を行うと同時に、該画素ユニットに隣り合い、かつ最近
に走査された前一行の画素ユニットに対応する第２走査線に走査を行い、
　３Ｄ表示モードにおいて、該第１走査線に走査信号を入力して該第１開閉器と該第２開
閉器がＯＮとなるよう制御し、該第１画素電極と該第２画素電極とがデータ線からのデー
タ信号を受けて３Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり、かつ該第２走査線が、該
第３開閉器がＯＦＦとなるように制御して該第３画素電極が黒い画面に対応する画像を表
示する状態となる
　ことを特徴とするアレイ基板。
【請求項５】
　請求項４に記載のアレイ基板において、
　前記アレイ基板が、該アレイ基板の外周領域に位置する開閉器ユニットと短絡線とを含
み、
　該開閉器ユニットが複数のコントロールスイッチを含み、かつ該コントロールスイッチ
が制御端と入力端と出力端とを含んでなるとともに、それぞれの該コントロールスイッチ
の該入力端が一行の該画素ユニットに対応する第１走査線に接続し、該コントロールスイ
ッチの該出力端が一行の該画素ユニットに隣り合う前一行の画素ユニットに対応する第２
走査線に接続し、該コントロールスイッチの該制御端が該短絡線に接続し、
　２Ｄ表示モードにおいて、該短絡線に制御信号を入力して該コントロールスイッチがＯ
Ｎとなるように制御し、一行の該画素ユニットに対応する該第１走査線に走査信号を入力
すると、該走査信号が該コントロールスイッチを介して該コントロールスイッチの該出力
端に接続する第２走査線に同時に入力して対応する該第３開閉器がＯＮとなるように制御
し、３Ｄ表示モードにおいて該短絡線に制御信号を入力して該コントロールスイッチがＯ
ＦＦとなるよう制御し、かつ全ての該第３開閉器がＯＦＦとなるように制御する
　ことを特徴とするアレイ基板。
【請求項６】
　請求項４に記載のアレイ基板において、
　前記第３画素電極が所在する領域の面積が、該第１画素電極と該第２画素電極の所在す
る領域の面積より小さい
　ことを特徴とするアレイ基板。
【請求項７】
　請求項４に記載のアレイ基板において、
　前記第３開閉器が薄膜トランジスタであって、かつ該薄膜トランジスタの幅と長さの比
例が設定よりよりも小さくすることでＯＮである時間内に該第２画素電極と該第３画素電
極との間の電圧差がゼロではないように制御する
　ことを特徴とするアレイ基板。
【請求項８】
　アレイ基板と、カラーフィルタ基板と、及び該アレイ基板と該カラーフィルタ基板との
間に位置する液晶層とを含んでなり、
　該アレイ基板が、複数の第１走査線と、複数の第２走査線と、複数のデータ線と、複数
の画素ユニットと、を含んでなり、かつそれぞれの該画素ユニットが１本の該第１走査線
と、１本の該第２走査線と、及び１本の該データ線に対応し、複数の前記画素ユニットが
行に分けて配列され、複数の該第１走査線と第２走査線も行に分けて配列され、
　それぞれの該画素ユニットが第１画素電極と、第２画素電極と、第３画素電極と、第１
開閉器と、第２開閉器と、第３開閉器とを含んでなり、
　該第１画素電極が該第１開閉器を介して該画素ユニットの該第１走査線と該データ線と
に接続し、該第２画素電極が該第２開閉器を介して該画素ユニットに対応する該第１走査
線と該データ線とに接続し、該第３画素電極が該第３開閉器を介して該第２画素電極と該
画素ユニットに対応する第２走査線に接続し、
　２Ｄ表示モードにおいて該第１走査線に走査信号を入力して該第１開閉器と該第２開閉
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器がＯＮになるように制御し、該第１画素電極と該第２画素電極とが該データ線からのデ
ータ信号を受けて２Ｄ画面に対応した画像を表示する状態となり、次いで該第２走査線に
走査信号を入力して該第３開閉器がＯＮとなるように制御することによって、該第２画素
電極と該第３画素電極とが電気的に接続し、該第３画素電極が該第２画素電極からのデー
タ信号を受けて２Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり、第２画素電極の電圧が該
第３画素電極によって変化し、かつ該第３開閉器がＯＮである時間内に該第２画素電極と
該第３画素電極との間の電圧差がゼロではないように制御し、一行の該画素ユニットに対
応する該第１走査線に対して走査を行うと同時に、該画素ユニットに隣り合い、かつ最近
に走査された前一行の画素ユニットに対応する第２走査線に走査を行い、
　３Ｄ表示モードにおいて、該第１走査線に走査信号を入力して該第１開閉器と該第２開
閉器がＯＮとなるよう制御し、該第１画素電極と該第２画素電極とがデータ線からのデー
タ信号を受けて３Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり、かつ該第２走査線が、該
第３開閉器がＯＦＦとなるように制御して該第３画素電極が黒い画面に対応する画像を表
示する状態となる
　ことを特徴とする液晶表示パネル。
【請求項９】
　請求項８に記載の液晶表示パネルにおいて、
　前記アレイ基板が、該アレイ基板の外周領域に位置する開閉器ユニットと短絡線とを含
み、
　該開閉器ユニットが複数のコントロールスイッチを含み、かつ該コントロールスイッチ
が制御端と入力端と出力端とを含んでなるとともに、それぞれの該コントロールスイッチ
の該入力端が一行の該画素ユニットに対応する該第１走査線に接続し、該コントロールス
イッチの該出力端が一行の該画素ユニットに隣り合う前一行の画素ユニットに対応する第
２走査線に接続し、該コントロールスイッチの該制御端が該短絡線に接続し、
　２Ｄ表示モードにおいて、該短絡線に制御信号を入力して該コントロールスイッチがＯ
Ｎとなるように制御し、一行の該画素ユニットに対応する該第１走査線に走査信号を入力
すると、該走査信号が該コントロールスイッチを介して該コントロールスイッチの該出力
端に接続する第２走査線に同時に入力して対応する該第３開閉器がＯＮとなるように制御
し、３Ｄ表示モードにおいて該短絡線に制御信号を入力して該コントロールスイッチがＯ
ＦＦとなるよう制御し、かつ全ての該第３開閉器がＯＦＦとなるように制御する
　ことを特徴とする液晶表示パネル。
【請求項１０】
　請求項８に記載の液晶表示パネルにおいて、
　前記第３画素電極が所在する領域の面積が、該第１画素電極と該第２画素電極の所在す
る領域の面積より小さい
　ことを特徴とする液晶表示パネル。
【請求項１１】
　請求項８に記載の液晶表示パネルにおいて、
　前記第３開閉器が薄膜トランジスタであって、かつ該薄膜トランジスタの幅と長さの比
例が設定よりよりも小さくすることでＯＮである時間内に該第２画素電極と該第３画素電
極との間の電圧差がゼロではないように制御する
　ことを特徴とする請求項９に記載の液晶表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
この発明は液晶表示技術に関し、特にアレイ基板及び液晶表示パネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
液晶表示装置は従来の表示装置に比して画面のちらつきがなく、色彩が豊富で体積が小さ
いなどの長所を有する。その構成は、主に液晶分子の物理系構造と光学的特性を利用して
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画像の表示を実現する。然しながら、異なる視野角において液晶分子の配向が異なると、
液晶分子の有効な屈折率も異なる。ここから透過性の光線の強度が変化し、具体的な表現
として斜め視野角における光透過能力が降下し、斜め視野角方向と正面視野角方向で表現
される色彩が一致しなくなり、色ずれが発生する。よって大視野角では色彩の歪みが見ら
れる。
【０００３】
また、液晶技術の発展にともない、ほとんどの液晶表示装置は２Ｄと３Ｄの表示機能を兼
ね備えるようになった。３Ｄ　ＦＰＲ（Ｆｉｌｍ－ｔｙｐｅ Ｐａｔｔｅｒｎｅｄ Ｒｅｔ
ａｒｄｅｒ，偏光方式）の立体技術において、隣り合う２列の画素が使用者の左眼と右眼
とに対応し、それぞれ左眼用の画像と右眼用の画像とを発生させる。使用者が左右の眼が
それぞれ対応する左眼用の画像と右眼用の画像とを受けると、大脳を通じて左右の画像が
合成されて立体的な表示に感じるという効果が生じる。だが、左眼用の画像と右眼用の画
像はクロストークが容易に発生する。このため画像が重なって見え、視聴効果に影響を与
える。両眼画像信号のクロストークを避けるために、通常は隣り合う画像の間に余剰の遮
光エリアＢＭ（ブラックマトリクス）を増加させ、遮蔽方式でクロストークの発生を抑制
する。係る方式を採用することは、２Ｄ表示モードにおける開口率を大幅に下げることに
なり、２Ｄ表示モードの表示の明るさが低下する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この発明は、２Ｄ表示モードにおける開口率を高め、大視野角における色彩の歪みを抑
制するともに、３Ｄ表示モードにおけるクロストーク現象の発生を抑制するアレイ基板及
び液晶表示パネルを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
そこで、本発明者は従来の技術に見られる欠点に鑑み鋭意研究を重ねた結果、複数の行に
分けて配列した第１走査線と、複数の行に分けて配列した第２走査線と。複数のデータ線
と、複数の行に分けて配列した画素ユニットと、を含んでなり、かつそれぞれの該画素ユ
ニットが１本の該第１走査線と、１本の該第２走査線と、及び１本の該データ線に対応し
、それぞれの該画素ユニットが第１画素電極と、第２画素電極と、第３画素電極と、第１
開閉器と、第２開閉器と、第３開閉器とを含んでなり、該第１画素電極が該第１開閉器を
介して該画素ユニットの該第１走査線と該データ線とに接続し、該第２画素電極が該第２
開閉器を介して該画素ユニットに対応する該第１走査線と該データ線とに接続し、該第３
画素電極が該第３開閉器を介して該第２画素電極と該画素ユニットに対応する第２走査線
に接続するアレイ基板と、係るアレイ基板を具える液晶表示装置によって課題を解決でき
る点に着眼し、係る知見に基づいてこの発明を完成させた。
【０００６】
　本発明のアレイ基板は、
　複数の行に分けて配列した第１走査線と、複数の行に分けて配列した第２走査線と、複
数のデータ線と、複数の行に分けて配列した画素ユニットと、を含んでなり、かつそれぞ
れの該画素ユニットが１本の該第１走査線と、１本の該第２走査線と、及び１本の該デー
タ線に対応し、
　それぞれの該画素ユニットが第１画素電極と、第２画素電極と、第３画素電極と、第１
開閉器と、第２開閉器と、第３開閉器とを含んでなり、
　該第１画素電極が該第１開閉器を介して該画素ユニットの該第１走査線と該データ線と
に接続し、該第２画素電極が該第２開閉器を介して該画素ユニットに対応する該第１走査
線と該データ線とに接続し、該第３画素電極が該第３開閉器を介して該第２画素電極と該
画素ユニットに対応する第２走査線に接続し、
　２Ｄ表示モードにおいて該第１走査線に走査信号を入力して該第１開閉器と該第２開閉
器がＯＮになるように制御し、該第１画素電極と該第２画素電極とが該データ線からのデ
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ータ信号を受けて２Ｄ画面に対応した画像を表示する状態となり、次いで該第２走査線に
走査信号を入力して該第３開閉器がＯＮとなるように制御することによって、該第２画素
電極と該第３画素電極とが電気的に接続し、該第３画素電極が該第２画素電極からのデー
タ信号を受けて２Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり、第２画素電極の電圧が該
第３画素電極によって変化し、該第３開閉器が薄膜トランジスタであって、かつ該薄膜ト
ランジスタの幅と長さの比例を設定値よりも小さくすることでＯＮである時間内に該第２
画素電極と該第３画素電極との間の電圧差がゼロではないように制御し、一行の該画素ユ
ニットに対応する該第１走査線に走査を行うと同時に、一行の該画素ユニットに隣り合い
、かつ最近に走査された前一行の画素ユニットに対応する該第２走査線に対して走査を行
い、
　３Ｄ表示モードにおいて、該第１走査線に走査信号を入力して該第１開閉器と該第２開
閉器がＯＮとなるよう制御し、該第１画素電極と該第２画素電極とがデータ線からのデー
タ信号を受けて３Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり、かつ該第２走査線が、該
第３開閉器がＯＦＦとなるように制御して該第３画素電極が黒い画面に対応する画像を表
示する状態となる
　ことを特徴とする。
【０００７】
　本発明の一実施形態では、
　前記アレイ基板が、該アレイ基板の外周領域に位置する開閉器ユニットと短絡線とを含
み、
　該開閉器ユニットが複数のコントロールスイッチを含み、かつ該コントロールスイッチ
が制御端と入力端と出力端とを含んでなるとともに、それぞれの該コントロールスイッチ
の該入力端が一行の該画素ユニットに対応する第１走査線に接続し、該コントロールスイ
ッチの該出力端が一行の該画素ユニットに隣り合う前一行の画素ユニットに対応する第２
走査線に接続し、該コントロールスイッチの該制御端が該短絡線に接続し、
　２Ｄ表示モードにおいて、該短絡線に制御信号を入力して該コントロールスイッチがＯ
Ｎとなるように制御し、一行の該画素ユニットに対応する該第１走査線に走査信号を入力
すると、該走査信号が該コントロールスイッチを介して該コントロールスイッチの該出力
端に接続する第２走査線に同時に入力して対応する該第３開閉器がＯＮとなるように制御
し、３Ｄ表示モードにおいて該短絡線に制御信号を入力して該コントロールスイッチがＯ
ＦＦとなるよう制御し、かつ全ての該第３開閉器がＯＦＦとなるように制御する
　ことが好ましい。
【０００８】
　本発明の一実施形態では、
　前記第３画素電極が所在する領域の面積が、該第１画素電極と該第２画素電極の所在す
る領域の面積より小さい
　ことが好ましい。
【０００９】
　本発明のアレイ基板は、
　複数の第１走査線と、複数の第２走査線と。複数のデータ線と、複数の画素ユニットと
、を含んでなり、かつそれぞれの該画素ユニットが１本の該第１走査線と、１本の該第２
走査線と、及び１本の該データ線に対応し、
　複数の前記画素ユニットが行に分けて配列され、複数の該第１走査線と第２走査線も行
に分けて配列され、
　それぞれの該画素ユニットが第１画素電極と、第２画素電極と、第３画素電極と、第１
開閉器と、第２開閉器と、第３開閉器とを含んでなり、
　該第１画素電極が該第１開閉器を介して該画素ユニットの該第１走査線と該データ線と
に接続し、該第２画素電極が該第２開閉器を介して該画素ユニットに対応する該第１走査
線と該データ線とに接続し、該第３画素電極が該第３開閉器を介して該第２画素電極と該
画素ユニットに対応する第２走査線に接続し、
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　２Ｄ表示モードにおいて該第１走査線に走査信号を入力して該第１開閉器と該第２開閉
器がＯＮになるように制御し、該第１画素電極と該第２画素電極とが該データ線からのデ
ータ信号を受けて２Ｄ画面に対応した画像を表示する状態となり、次いで該第２走査線に
走査信号を入力して該第３開閉器がＯＮとなるように制御することによって、該第２画素
電極と該第３画素電極とが電気的に接続し、該第３画素電極が該第２画素電極からのデー
タ信号を受けて２Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり、第２画素電極の電圧が該
第３画素電極によって変化し、かつ該第３開閉器がＯＮである時間内に該第２画素電極と
該第３画素電極との間の電圧差がゼロではないように制御し、一行の該画素ユニットに対
応する該第１走査線に対して走査を行うと同時に、該画素ユニットに隣り合い、かつ最近
に走査された前一行の画素ユニットに対応する第２走査線に走査を行い、
　３Ｄ表示モードにおいて、該第１走査線に走査信号を入力して該第１開閉器と該第２開
閉器がＯＮとなるよう制御し、該第１画素電極と該第２画素電極とがデータ線からのデー
タ信号を受けて３Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり、かつ該第２走査線が、該
第３開閉器がＯＦＦとなるように制御して該第３画素電極が黒い画面に対応する画像を表
示する状態となる
　ことを特徴とする。
【００１０】
　本発明の一実施形態では、
　前記アレイ基板が、該アレイ基板の外周領域に位置する開閉器ユニットと短絡線とを含
み、
　該開閉器ユニットが複数のコントロールスイッチを含み、かつ該コントロールスイッチ
が制御端と入力端と出力端とを含んでなるとともに、それぞれの該コントロールスイッチ
の該入力端が一行の該画素ユニットに対応する第１走査線に接続し、該コントロールスイ
ッチの該出力端が一行の該画素ユニットに隣り合う前一行の画素ユニットに対応する第２
走査線に接続し、該コントロールスイッチの該制御端が該短絡線に接続し、
　２Ｄ表示モードにおいて、該短絡線に制御信号を入力して該コントロールスイッチがＯ
Ｎとなるように制御し、一行の該画素ユニットに対応する該第１走査線に走査信号を入力
すると、該走査信号が該コントロールスイッチを介して該コントロールスイッチの該出力
端に接続する第２走査線に同時に入力して対応する該第３開閉器がＯＮとなるように制御
し、３Ｄ表示モードにおいて該短絡線に制御信号を入力して該コントロールスイッチがＯ
ＦＦとなるよう制御し、かつ全ての該第３開閉器がＯＦＦとなるように制御する
　ことが好ましい。
【００１１】
　本発明の一実施形態では、
　前記第３画素電極が所在する領域の面積が、該第１画素電極と該第２画素電極の所在す
る領域の面積より小さい
　ことが好ましい。
【００１２】
　本発明の一実施形態では、
　前記第３開閉器が薄膜トランジスタであって、かつ該薄膜トランジスタの幅と長さの比
例が設定よりよりも小さくすることでＯＮである時間内に該第２画素電極と該第３画素電
極との間の電圧差がゼロではないように制御する
　ことが好ましい。
【００１３】
　本発明の液晶表示パネルは、
　アレイ基板と、カラーフィルタ基板と、及び該アレイ基板と該カラーフィルタ基板との
間に位置する液晶層とを含んでなり、
　該アレイ基板が、複数の第１走査線と、複数の第２走査線と、複数のデータ線と、複数
の画素ユニットと、を含んでなり、かつそれぞれの該画素ユニットが１本の該第１走査線
と、１本の該第２走査線と、及び１本の該データ線に対応し、複数の前記画素ユニットが
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行に分けて配列され、複数の該第１走査線と第２走査線も行に分けて配列され、
　それぞれの該画素ユニットが第１画素電極と、第２画素電極と、第３画素電極と、第１
開閉器と、第２開閉器と、第３開閉器とを含んでなり、
　該第１画素電極が該第１開閉器を介して該画素ユニットの該第１走査線と該データ線と
に接続し、該第２画素電極が該第２開閉器を介して該画素ユニットに対応する該第１走査
線と該データ線とに接続し、該第３画素電極が該第３開閉器を介して該第２画素電極と該
画素ユニットに対応する第２走査線に接続し、
　２Ｄ表示モードにおいて該第１走査線に走査信号を入力して該第１開閉器と該第２開閉
器がＯＮになるように制御し、該第１画素電極と該第２画素電極とが該データ線からのデ
ータ信号を受けて２Ｄ画面に対応した画像を表示する状態となり、次いで該第２走査線に
走査信号を入力して該第３開閉器がＯＮとなるように制御することによって、該第２画素
電極と該第３画素電極とが電気的に接続し、該第３画素電極が該第２画素電極からのデー
タ信号を受けて２Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり、第２画素電極の電圧が該
第３画素電極によって変化し、かつ該第３開閉器がＯＮである時間内に該第２画素電極と
該第３画素電極との間の電圧差がゼロではないように制御し、一行の該画素ユニットに対
応する該第１走査線に対して走査を行うと同時に、該画素ユニットに隣り合い、かつ最近
に走査された前一行の画素ユニットに対応する第２走査線に走査を行い、
　３Ｄ表示モードにおいて、該第１走査線に走査信号を入力して該第１開閉器と該第２開
閉器がＯＮとなるよう制御し、該第１画素電極と該第２画素電極とがデータ線からのデー
タ信号を受けて３Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり、かつ該第２走査線が、該
第３開閉器がＯＦＦとなるように制御して該第３画素電極が黒い画面に対応する画像を表
示する状態となる
　ことを特徴とする。
【００１４】
　本発明の一実施形態では、
　前記アレイ基板が、該アレイ基板の外周領域に位置する開閉器ユニットと短絡線とを含
み、
　該開閉器ユニットが複数のコントロールスイッチを含み、かつ該コントロールスイッチ
が制御端と入力端と出力端とを含んでなるとともに、それぞれの該コントロールスイッチ
の該入力端が一行の該画素ユニットに対応する該第１走査線に接続し、該コントロールス
イッチの該出力端が一行の該画素ユニットに隣り合う前一行の画素ユニットに対応する第
２走査線に接続し、該コントロールスイッチの該制御端が該短絡線に接続し、
　２Ｄ表示モードにおいて、該短絡線に制御信号を入力して該コントロールスイッチがＯ
Ｎとなるように制御し、一行の該画素ユニットに対応する該第１走査線に走査信号を入力
すると、該走査信号が該コントロールスイッチを介して該コントロールスイッチの該出力
端に接続する第２走査線に同時に入力して対応する該第３開閉器がＯＮとなるように制御
し、３Ｄ表示モードにおいて該短絡線に制御信号を入力して該コントロールスイッチがＯ
ＦＦとなるよう制御し、かつ全ての該第３開閉器がＯＦＦとなるように制御する
　ことが好ましい。
【００１５】
　本発明の一実施形態では、
　前記第３画素電極が所在する領域の面積が、該第１画素電極と該第２画素電極の所在す
る領域の面積より小さい
　ことが好ましい。
【００１６】
　本発明の一実施形態では、
　前記第３開閉器が薄膜トランジスタであって、かつ該薄膜トランジスタの幅と長さの比
例が設定よりよりも小さくすることでＯＮである時間内に該第２画素電極と該第３画素電
極との間の電圧差がゼロではないように制御する
　ことが好ましい。
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【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】実施例におけるこの発明によるアレイ基板の構造を示した説明図である。
【図２】図１開示する画素ユニットの構造を示した説明図である。
【図３】図１に開示する画素ユニットに対する等価回路図である。
【図４】図１に開示する画素ユニットの第３画素電極の３Ｄ表示モードにおける表示の効
果を示した説明図である。
【図５】この発明のアレイ基板の他の実施の形態における画素電極に対する等価回路図で
ある。
【図６】実施例におけるこの発明の液晶表示パネルの構造を示した説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　液晶技術において、大視野角における色彩の歪みを改善するための、画素のレイアウト
において、通常一つの画素が異なる配向の液晶を具える複数の画素エリアに分割し、それ
ぞれの画素エリアに異なる電圧を印加することによって画素エリアの液晶分子の配向を異
なるものとし、ここから大視野角における色彩に歪みを改善し、ＬＣＳ（Ｌｏｗ Ｃｏｌ
ｏｒ Ｓｈｉｆｔ）、色ずれ抑制の効果を達成することができ、即ち大視野角における色
彩の差異を小さくする効果が得られる。
【００２１】
以下、実施例を挙げ、図面を参照にしてこの発明を詳述する。
【実施例】
【００２２】
図１に開示するように、この発明によるアレイ基板の実施の形態は、複数の第１走査線１
１と、複数の第２走査線１２と、複数のデータ線１３と複数の画素ユニット１４とを含ん
でなる。複数の画素ユニット１４はアレイ状に配列する。それぞれの画素ユニット１４は
、１本の第１走査線１１と、１本の第２走査線１２と、１本のデータ線１３と接続する。
【００２３】
図２、図３に開示するように、それぞれの画素ユニット１４は、第１画素電極Ｍ１と、第
２画素電極Ｍ２と、第３画素電極Ｍ３と、及び第１画素電極Ｍ１と第２画素電極Ｍ２と第
３画素電極Ｍ３とに作用する第１開閉器Ｔ１と、第２開閉器Ｔ２と、第３開閉器Ｔ３とを
含む。第１開閉器Ｔ１の制御端と第２開閉器Ｔ２の制御端は第１走査線１１に電気的に接
続し、譜第１開閉器Ｔ１の出力端と第２開閉器Ｔ２の入力端とデータ線１３とが電気的に
接続する。第１開閉器Ｔ１の出力端と第１画素電極Ｍ１とが電気的に接続し、第２開閉器
Ｔ２の出力端と第２画素電極Ｍ２とが電気的に接続する。第３開閉器Ｔ３の制御端と第２
走査線１２とが電気的に接続し、第３開閉器Ｔ３の出力端と第３画素電極Ｍ３とが電気的
に接続する。
【００２４】
実施例の第１開閉器Ｔ１、第２開閉器Ｔ２、第３開閉器Ｔ３は、いずれも薄膜トランジス
タであって、３つの開閉器Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３の制御端は薄膜トランジスタのゲートに対応
し、入力端が薄膜トランジスタのソースに対応し、出力端が薄膜トランジスタのドレイン
に対応する。当然のことながら、他の実施の形態において３つの該開閉器が三極真空管で
あるか、もしくはダーリントントランジスタであってもよい。
【００２５】
この実施の形態によるアレイ基板は、２Ｄ表示モードにおける大視野角に見られる色彩の
歪みを抑制し、開口率を高め、同時に３Ｄ表示モードにおける両眼信号のクロストークの
発生を抑制することができる。
【００２６】
具体的に、２Ｄ表示モードにおいて、この実施の形態においては、プログレッシブスキャ
ン方式を採用して第１走査線１１と第２走査線１２とに対して走査を行う。先ず、第１走
査線１１高レベルの走査信号を入力して第１開閉器Ｔ１と愛２開閉器Ｔ２がＯＮになるよ
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うに制御し、データ線１３にデータ信号を入力する。第１がおＳ電極Ｍ１と第２画素電極
Ｍ２は、それぞれ第１開閉器Ｔ１と第２開閉器Ｔ２を介してデータ線１３から来るデータ
信号を受けて同等の電圧となり、第１画素電極Ｍ１と第２画素電極Ｍ２とは２Ｄ画面に対
応する画像を表示する状態となる。次いで、第１層線１１に対する高レベルの走査信号の
入力を中止し、第１開閉器Ｔ１と第２開閉器Ｔ２とをＯＦＦにし、第２走査線１２に高レ
ベルの走査信号を入力して第３開閉器Ｔ３がＯＮになるよう制御する。この場合、第２画
素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３とが第３開閉器Ｔ３を介して電気的に接続し、第２画素電
極Ｍ２に保存してデータ信号が第３開閉器Ｔ３を介して第３画素電極Ｍ３に入力する。第
３画素電極Ｍ３は第２画素電極Ｍ２からのデータ信号を受けると、２Ｄ画面に対応する画
像を表示する状態となる。よって、２Ｄ表示モードにおいて、３つの画素電極Ｍ１、Ｍ２
、Ｍ３は、いずれも２Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり、このため２Ｄ表示モ
ードにおける開口率を高めることができる。しかも、第３開閉器Ｔ３がＯＮになると、第
２画素電極Ｍ２の電圧が第３画素電極Ｍ３を介して変化する。即ち、第２画素電極Ｍ２の
電圧が液晶コンデンサＣＬｃ３（第３画素電極Ｍ３と他の基板のコモン電極との間に挟ま
れる液晶分子によってなる等価コンデンサ）との間の電荷の分担によって変化する。具体
的に述べれば、正極性（データ信号がコモン電圧より大きい）反転の場合に、第２画素電
極Ｍ２の一部の電荷が第３画素電極Ｍ３に移転し、このため第２画素電極Ｍ２の電圧が下
がり、第３画素電極Ｍ３の電圧が上がる。ここから第２画素電極Ｍ２の電圧と第１画素電
圧の電圧が、もはや同一ではなくなり、即ち両者の間にゼロではない電圧差が存在する。
負極性（データ信号がコモン電圧より低い）反転の場合、第３画素電極Ｍ３に、その前の
時点の正極性電圧が保留されているため、第３開閉器Ｔ３がＯＮになると第３画素電極Ｍ
３の一部の電荷が第２画電極Ｍ２に移転し、第２画素電極Ｍ２の電圧が増加する。ここか
ら第２画素電極Ｍ２の電圧と第１画素電極Ｍ１の電圧とが、もはや同一ではなくなる。ま
た、第３開閉器Ｔ３は、ＯＮになっている時間内に第２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３
との間の電圧差がゼロではなくなるように制御する。このため、第３開閉器Ｔ３がＯＮと
なっている時間内に第２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３とが放電の平衡した状態になら
ない。ここから、第１画素電極Ｍ１と第２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３との間の電圧
が異なり、２Ｄ表示モードにおける大視野角の色彩の差異を減少させて、ＬＣＳ（Ｌｏｗ
 Ｃｏｌｏｒ Ｓｈｉｆｔ）の効果が得られる。
【００２７】
さらに一方進んで述べると、実施例における第３開閉器Ｔ３は薄膜トランジスタであって
、第３開閉器Ｔ３の幅、長さの比例によって第３開閉器Ｔ３を制御し、即ちＯＮになった
場合に第２画素電極Ｍ２と第３画素電極との間の電圧差がゼロでなくなるよう制御する。
即ち、第３開閉器Ｔ３の幅、長さの比例によって第３開閉器Ｔ３がＯＮになった場合の電
流通過能力を制御する。第３開閉器Ｔ３の幅、長さの比例が大きくなればなるほど、第３
開閉器Ｔ３はＯＮになった場合の電流通過能力が大きくなり、第２画素電極Ｍ２と第３画
素電極Ｍ３との間の電荷の移転速度も速くなる。しかし、第３開閉器Ｔ３の幅、長さの比
例が小さければ小さいほど、第３開閉器Ｔ３の電流通過能力は小さくなり、第２画素電極
Ｍ２と第３画素電極Ｍ３との間の電荷の移転速度も遅くなる。第３開閉器Ｔ３がＯＮとな
っている時間内に第２画素電極Ｍ２の電圧と第３画素電極Ｍ３の電圧が異なるようになる
ことを保証し、かつ第２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３との間の電荷の移転速度が遅く
なるように制御するために、更に一歩進んで第３開閉器Ｔ３の幅、長さの比例が設定値よ
り小さくなるようにする。例えば、該設定値を０．３とし、第３開閉器Ｔ３がＯＮとなっ
ている時間内に第２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３との間の電圧差をゼロではなくなる
ようにする。その他の実施の形態においては、第３開閉器Ｔ３のゲート電圧の大きさ（即
ち、第２走査線１２に入力する走査信号の大きさ）によって第３開閉器Ｔ３がＯＮとなっ
た場合の電流通過能力を制御してもよい。この点については限定をしない。
【００２８】
一行の画素ユニットに対応する第１走査線１１と第２走査線１２との走査が終了すると、
次の行の画素ユニットに対応する第１走査線１１と第２走査線１２との走査が進行する。
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【００２９】
　図４に開示するように、３Ｄ表示モードにおいて、先ず、黒い画面用信号を利用して第
３画素電極Ｍ３をＯＦＦにする。即ち、データ線１３が第１画素電極Ｍ１と第２画素電極
Ｍ２に対して黒い画面の表示に対応するデータ信号を出力し、第３開閉器Ｔ３を制御して
ＯＮにすると、第３画素電極Ｍ３が黒い画面に対応する画像を表示する状態となって、第
３画素電極Ｍ３がＯＦＦになる。次いで、第１走査線１１に高レベルの走査信号を入力し
て第１開閉器Ｔ１と第２開閉器Ｔ２とがＯＮとなるように制御する。データ線１３は第１
開閉器Ｔ１と第２開閉器Ｔ２をそれぞれ通じて第１画素電極Ｍ１と第２画素電極Ｍ２とに
データ信号を入力する。このため第１画素電極Ｍ１と第２画素電極Ｍ２とが３Ｄ画面に対
応する画像を表示する状態となる。３Ｄ表示モードにおいて、第２走査線１２をＯＦＦに
し、即ち、第２走査線１２に走査信号を入力せず、第３開閉器Ｔ３がＯＦＦの状態となる
よう制御する。ここから第３画素電極Ｍ３が黒い画面に対応する画像を表示する状態を保
持する。
【００３０】
実施例において、第１画素電極Ｍ１と第２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３とは、列方向
に沿って順に配列する。隣り合う２行の画素ユニット１４はそれぞれ３Ｄ画面の左眼用画
像と右眼用画像とに対応する。３Ｄ表示モードにおいて、図４に開示するように、第３開
閉器Ｔ３をＯＦＦにする作用で第３画素電極Ｍ３が黒い画面に対応する画像を表示する状
態となる。黒い画面に対応する画像を表示する状態となった該第３画素電極は遮光領域（
ブラックマトリクスと等価効果を具える）であって、ここから隣り合う２行の画素ユニッ
ト１４において左眼用画像を表示する画素電極（一行の画素ユニットにおける第２画素電
極と第３画素電極）と、右眼用画像を表示する画素電極（他の一行画素ユニットにおける
第２画素電極と第３画素電極）との間に遮光領域が存在し、該遮光領域を介して左眼用画
像と右眼用画像とのクロストークの発生を防ぐ。ここから３Ｄ表示モードにおける両眼信
号のクロストークを抑制することができる。また、第３画素電極Ｍ３は、主に３Ｄ表示モ
ードにおける遮光領域として用い、３Ｄ尊号のクロストークの発生を抑制する。よって、
第３画素電極Ｍ３の存在する領域の面積の大きさは、いずれも第１画素電極Ｍ１と第２画
素電極Ｍ２の所在する領域の面積よりも狭くする。当然のことながら、実際の遮光の必要
に応じて第３画素電極Ｍ３の占める面積をレイアウトして３Ｄの両眼信号のクロストーク
現象を減少させる。
【００３１】
当然のことながら、他の実施の形態において、３つの画素電極は行方向に沿って配列して
もよい。この場合、隣り合う２例の画素ユニットは、それぞれ３Ｄ画面の左眼画像と右眼
画像とに対応する。黒い画面に対応する画像を表示する第３画素電極を介して３Ｄ表示モ
ードにおける両眼信号のクロストークを減少させることができる。また、３Ｄ表示モード
の場合、黒色挿入の方式で第３画素電極と黒い画面を表示する状態にしてもよく、かつ第
１走査線の消去時間（Ｂｌａｎｋｉｎｇ ｔｉｍｅ）に黒色挿入を進行させる。更に一歩
進んで述べれば、一つの走査のタイムスロットにおいて第１画素電極と第２画素電極が３
Ｄ画面の画像を表示する状態となり、第３画素電極は黒い画面に対応する画像を表示する
状態となり、次の走査のタイムスロット第１画素電極と、第２画素電極と第３画素電極と
が黒い画面に対応する画面を表示する状態となり、第３画素電極は３Ｄ画面に対応する画
像を表示する状態を保持する。即ち、第１画素電極と第２画素電極とが、交互に３Ｄ画面
を表示する状態となり、黒い画面に対応する画像を表示する状態となるが、第３画素電極
は、ずっと３Ｄ画面に対応する画像を表示する状態を保持する。上述する黒色挿入方式に
よって、第２画素電極から漏電によって光の漏れる現象の出現を防ぐことができる。
【００３２】
上述する実施の形態において、２Ｄ表示モード下でプログレッシブスキャン方式を採用し
て第１走査線と第２走査線とに対して走査を行う。図５を参考にしてこの発明のアレイ基
板の他の実施形態を説明する。他の実施形態においては、対応する異なる行の画素ユニッ
トの第１走査線と第２走査線とに対して同時に走査してもよい。複数の画素ユニット４４
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は行に分けて配列し、かつ複数の第１走査線（図面には３本のみ開示する。第１走査線４
１_１、４１_２、４１_３を含む）と、複数の第２走査線（図面には３本のみ開示する。
第２走査線４２_１、４２_２、４２_３を含む）も行に分けて配列する。１行の画素ユニ
ットは１本の第１走査線と１本の第２走査線とに対応する。
【００３３】
２Ｄ表示モードにおいて隣り合う第１行の画素ユニットＡ１と第２行の画素ユニットＡ２
とを例に挙げて説明する。第２行の画素ユニットＡ２に対応する第１走査線４１_２に対
して走査すると同時に、第２行の画素ユニットＡ２隣り合い、かつ最近走査された第１行
の画素ユニットＡ１に対応する第２走査線４２_１に対して走査を進行させる。
【００３４】
具体的述べれば、この実施の形態におけるアレイ基板は、アレイ基板の外周領域に位置す
る開閉器ユニット４５と、１本の短絡線４６とを含む。開閉器ユニット４５は、複数のコ
ントロールスイッチ（図面には４つのみを開示する。コントロールスイッチＴ４_１、Ｔ
４_２を含む）を含む。コントロールスイッチは制御端と、入力端と、出力端とを含む。
第１行の画素ユニットＡ１と第２行の画素ユニットＡ２とを例に挙げて説明する。コント
ロールスイッチＴ４_１の入力端は第２行の画素ユニットＡ２の対応する第１走査線４１_
２に接続し、コントロールスイッチＴ４_１の出力端は第１行の画素ユニットＡ１の対応
する第２走査線４２_１に接続し、全てのコントロールスイッチの制御端は短絡線４６に
接続する。コントロールスイッチは薄膜トランジスタであって、コントロールスイッチの
制御端は薄膜トランジスタのゲートに対応し、コントロールスイッチの入力端は薄膜トラ
ンジスタのソースに対応し、コントロールスイッチの出力端は薄膜トランジスタのドレイ
ンに対応する。
【００３５】
２Ｄ表示モードにおいて、短絡線に高レベルの制御信号を入力して、制御スイッチユニッ
ト４５の全てのコントロールスイッチがＯＮになるよう制御する。次いで第１走査線４１
の走査を行う。先ず、第１行の画素ユニットＡ１に対応する第１走査線４１_１に走査信
号を入力して第１行の画素ユニットＡ１の対応する第１開閉器Ｔ１と第２開閉器Ｔ２がＯ
Ｎになるよう制御し、データ線４３にデータ信号を入力して第１行の画素ユニットＡ１の
第１画素電極Ｍ１と第２画素電極Ｍ２とが２Ｄ画面に対応する画像を表示する状態にする
。次いで、第２行の画素ユニットＡ２に対応する第１走査線４１_２に走査信号を入力し
て第２行の画素ユニットＡ２の第１開閉器Ｔ１と第２開閉器Ｔ２がＯＮになるよう制御す
る。これと同時に、
コントロールスイッチＴ４_１がＯＮの状態となったことにより、第１走査線４１_２に入
力した走査信号がコントロールスイッチＴ４_１を介して第１行の画素ユニットＡ１に対
応する第２走査線線４２_１に入力し、第１行の第１画素ユニットＡ１の第３開閉器Ｔ３
がＯＮになる。ここから第１行の画素ユニットＡ１の第２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ
３とが電気的に接続し、このため第１行の画素ユニットＡ１の第３画素電極Ｍ３が２Ｄ画
面の画像を表示する状態となり、２Ｄ表示モードにおける開口率を高めることができる。
しかも、第１行の画素ユニットＡ１の第２画素電極Ｍ２の電圧が第３画素電極Ｍ３を介し
て変化し、このため第１行の画素ユニットＡ１の３つの画素電極Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３の電圧
がそれぞれ異なるようになり、ＬＣＳ（Ｌｏｗ Ｃｏｌｏｒ Ｓｈｉｆｔ）の効果が得られ
る。その具体的な原理は前述の実施の形態を参考にすることができるので、ここでは一一
余分な説明は行わない。第２行の画素ユニットＡ２に対応する第１走査線４１_２の走査
が完成した後、次の一行の画素ユニットＡ３に対応する第１走査線４１_３に対して走査
を行い、これと同時に　コントロールスイッチＴ４_２を介して第２行の画素ユニットＡ
２に対応する第２走査線４２_２に対しても走査を同時進行させ、係る方式でその他の走
査線に対して走査を行う。
【００３６】
３Ｄ表示モードにおいて、短絡線４６に制御信号を入力して開閉器ユニット４５の全ての
コントロールスイッチがＯＦＦの状態になるよう制御し、第１走査線４１_１に走査信号
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を入力して第１行の画素ユニットＡ１の第１開閉器Ｔ１と第２開閉器Ｔ２がＯＮになるよ
う制御し、データ線４３にデータ信号を入力すると第１行の画素ユニットＡ１の第１画素
電極Ｍ１と第２画素電極Ｍ２が３Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となる。次いで、
第２行の画素ユニットＡ２に対応する第１走査線４１_２に走査信号を入力し第２行の画
素ユニットＡ２の第１開閉器Ｔ１と第２開閉器Ｔ２とがＯＮになるよう制御すると、コン
トロールスイッチＴ４_１がＯＦＦの状態となることから、第１走査線４１_２に入力した
走査信号は第１行の画素ユニットＡ１の第３開閉器Ｔ３に進入しない。このため第３開閉
器Ｔ３がＯＦＦの状態となり、ここから第１行の画素ユニットＡ１の第３画素電極Ｍ３が
黒い画面に対応する画像を表示する状態となり、黒い画面に対応する画像を表示する状態
となった第３画素電極Ｍ３を介して３Ｄ表示モードにおける両眼信号のクロストークの発
生を抑制することができる。第２行の画素ユニットＡ２に対応する第１走査線４１_２の
走査が完成した後、次の行の画素ユニットＡ３に対応する走査線４１_３に対して走査を
行い、かつ係る方式で類推する。また、３Ｄ表示モードにおけるコントロールスイッチＴ
４は、常にＯＦＦの状態にある。
【００３７】
この実施の形態における開閉器ユニット４５と短絡線４６は、１つのスキャンドライバチ
ップを必要とするだけで短絡線に制御信号を印加することができ、かつ開閉器ユニット４
５のコントロールスイッチを制御してＯＮか、ＯＦＦにすることができる。ここから対応
する第３開閉器Ｔ３を制御してＯＮか、ＯＦＦにすることでき、２Ｄ表示モードにおいて
ＬＣＳ（Ｌｏｗ Ｃｏｌｏｒ Ｓｈｉｆｔ）の効果を実現し、開口率を高め、３Ｄ表示モー
ドにおいてクロストークを抑制することができるのみならず、同時にスキャンドライバチ
ップの数を減少させて、製造コストを節減することができる。しかも、同一の走査のタイ
ムスロットにおいて同時に２本の走査線（例えば第１行の画素ユニットＡ１に対応する第
２走査線４２_１と第２行の画素ユニットＡ２に対応する第１走査線４１_２）に対して走
査を進行させることができる。このため、それぞれの走査線の走査の時間を相対的に延長
することができ、高度の周波数更新の操作の進行に有利となる。
【００３８】
また、他の実施の形態において、複数の画素ユニットは列に分けて配列してもよく、複数
の第１走査線と第２走査線も列に分けて配列し、一列の第１走査線に対して走査を行うと
同時に、該列の画素ユニットに隣り合い、かつ最近に走査された一列前の画素ユニットに
対応する第２走査線に走査を行ってもよい。その具体的な原理については、前述する実施
の形態を参考にして実施することができるので、ここでは一一余分に説明しない。当然の
ことながら、その他の実施の形態において、上述する開閉器ユニット４５と短絡線４６と
を採用することなく、異なる画素ユニットに対応する第１走査線と第２走査線とに対して
同時に走査を行ってもよい。それぞれの走査線（第１走査線と第２走査線とを含む）は互
いに独立し、それぞれの走査線は１つのスキャンドライバチップに接続して単独で１本の
走査線の走査を制御する。ここから１行の画素ユニットに対応する第１走査線に走査信号
を入力した場合、同時にその前の行の画素ユニットに対応する第２走査線にも走査信号を
入力することができる。係る方式でも同様に２本の走査線に同時に走査を行うことができ
る。
【００３９】
図６を参考にして、この発明による液晶表示パネルの実施の形態について述べる。液晶表
示パネルはアレイ基板６０１と、カラーフィルタ基板６０２と、アレイ基板６０１とカラ
ーフィルタ基板６０２との間に位置する液晶層６０３とを含んでなり、その内アレイ基板
は上述するそれぞれの実施形態によるアレイ基板である。
【００４０】
以上述べたこの発明の実施の形態は、この発明の実施の範囲を限定するものではない。こ
の発明の明細書と図面の内容に基づいて行われ、かつ均等の効果を有する工程の変更、も
しくは直接又は間接的に他の関連技術に運用することは、いずれも同様の道理であって、
いずれもこの発明の特許請求の範囲に含まれる。
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【符号の説明】
【００４１】
１１       第１走査線
１２       第２走査線
１３       データ線
１４       画素ユニット
４１_１    第１走査線　
４１_２    第１走査線
４１_３    第１走査線
４２_１    第２走査線
４２_２    第２走査線
４２_３    第２走査線
４３       データ線
４４       画素ユニット
４５       開閉器ユニット
４６       短絡線
６０１     アレイ基板
６０２     カラーフィルタ基板
６０３     液晶層
Ａ１       画素ユニット
Ａ２       画素ユニット
　Ａ３       画素ユニット
Ｍ１       画素電極
Ｍ２       画素電極
Ｍ３       画素電極
Ｔ１       開閉器
Ｔ２       開閉器
Ｔ３       開閉器
Ｔ４_１    コントロールスイッチ
Ｔ４_２    コントロールスイッチ
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